
開催にあたって
三遠南信地域は、山あり、里あり、海もありという変化に富んだ土地柄で、「食」

もたいへん豊かです。また日本の中心に位置するため、東西の「食文化」の接

点であるともいわれています。

飽食の時代といわれる現代ですが、日本の食料自給率は４０パーセントほど

であり、主要先進国の中ではかなり低くなっています。外国産のものに頼らな

ければ、満足に食べられない時代です。しかし、三遠南信地域は、野菜の収穫

量は国内で１，２位。果物は、ほとんどの種類が手に入ります。また、他地域

にはない特色ある味噌があります。それぞれの地域が、その土地に合った「食」

を求めて研究を重ね、惜しみない努力を続けてきた成果でしょう。

この展覧会では、今後いっそう豊かな食生活を築くきっかけになることを願

い「三遠南信の食文化」について図書館資料や市民提供資料をもとに展示し、

わたしたちの身近なこの地域に伝わる「食文化」を紹介します。
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